
お出掛け先等では、事前に避
難口を確認しておき、火災発生を知らせる

警報ベルを聞いた時には、誘導灯や誘導標識を
目標に避難してください。また、いざという時のために
消火器の設置場所や取扱方法を再確認してください。

多数の人が利用する建物には、利用する人を守る消防用設備が設置
されています。皆さんも実際に消防用設備を目にしたことがあるのでは
ないでしょうか。

～カタイ絆でよみがえる笑顔の街道糸魚川～
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会議録
冬は火災が発生しやすい季節です。こども消防隊のように、自主的に消防への『関心を持つ』ことが大切ですね。次の
こども消防隊の活動日は２月２日。「大火の歴史」を学ぶ様子を次々号で紹介出来ればと思います。（編集部T）

糸魚川市駅北大火のような災害は、いつどこで起きてもおかしくありません。
いざという時に自分の身を自分で守れるように、また、少しでも災害を防ぐことができるように、
日頃から防災知識を蓄えていきましょう。

の防 ヒント 9

消防用設備の紹介
（防火対象物）
消防用設備の紹介
（防火対象物）

避難口誘導灯

屋内消火栓設備

消防用設備の役割（一例）

火災の発生を知らせる

火災により発生する熱や煙を
感知し、警報ベルなどを鳴らし
て火災の発生を知らせるのが
自動火災報知設備です。

避難口や避難する方向を指
示する誘導灯や誘導標識があり
ます。

避難を助ける 火災が拡がる前に消火する

代表的なものは消火器です。
また、建物の大きさや用途によ
りスプリンクラー設備や屋内消
火栓設備が設置されています。

自動火災報知設備

ニュース
復興や防災にまつわる

駅北復興住宅　みんなの小路
木棒アートワークプロジェクト「みんなで描こう、糸魚川の山と海!!」 　糸魚川駅アルプス口前を会場に

１月６日（日）、「消防出初式」を行
いました。こども消防隊による消火
器や放水体験車による初期消火訓
練が実施され、当日は小雪の舞う
寒空でしたが、寒さに負けず訓練
に取り組んでいました。

日　時　３月２日（土） 
第一回 10:00～12:00　第二回 14:00～16:00

会　場　糸魚川地区公民館３階
問合せ　EKIKITA WORKS（代表：本間） TEL 090-7752-6567

　海もしくは山をテーマとして絵を描いた木材を「木棒（＝
希望）」と名付け、復興住宅内の「小路（コウジ）」という場
所の壁面に飾ります。復興への願いを込めた一つひとつの
絵が、大きな一つのアートワークを形づくります。子どもか
らシニアまで、多くの方からのご参加をお待ちしています。

参加費無料
出入り自由

※10時、14時に集合していただいた方は、
　復興住宅の建設現場を見学予定（晴天時）

Pickup!

きぼう

地震に強い建物構造を紙で作った工作で楽しく学べます
「耐震構造を学ぼう！」新潟県建築士会糸魚川支部

こども消防隊の活動記

同時開催


